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を果たし(Sverjensky and Fukushi, 2006)、特に鉄やアルミの酸化物は ZPC(Zero Point of 
Charge)が高いことから、ヨウ素を吸着することで移行挙動に影響を与えることが知られ










を ETLM によって解析することで、様々な溶液条件で I－及び IO3－の吸着挙動と表面化学
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4～10 の pH 範囲、0.05 及び 0.1 M の NaCl 濃度、1 mM の全 IO3－濃度、25 ℃、HFO を用
いた場合は 0.5 及び 1 g/L、α-FeOOH 及びγ-Al2O3を用いた場合は 5 及び 10 g/L の固液比
の条件下で行った。得られた各酸化物の表面電荷量と各酸化物による IO3－吸着量を陰イ




3.1 HFO、α-FeOOH、γ-Al2O3への IO3－吸着挙動 
 バッチ実験によって認められた pH を関数とした(a)HFO、(b)α-FeOOH、(c)γ-Al2O3によ
る IO3－吸着量(%)を図 1 の各点に示す。どの系においても pH の減少と共に吸着量が増加し
ていることが確認できる。これは低い pH ほど酸化物の表面水酸基が正に帯電し、負の電荷









3.2 HFO、α-FeOOH、γ-Al2O3表面における IO3－の化学種分布の予測 
 図 2 に上述より算出した IO3－の吸着反応式とその平衡定数を用いて予測した pH、イオン
強度(NaCl 濃度)、全 IO3－濃度を関数とした(a)-(c)HFO、(d)-(f)α-FeOOH、(g)-(i)γ-Al2O3 表
面における IO3－の化学種分布を示す。図 2(a),(d),(g)は、バッチ吸着実験を行った際の溶液条
件の一つである NaCl 濃度が 0.1 M、全 IO3－濃度が 1 mM の条件下での各酸化物表面におけ
る IO3－の化学種分布、図 2(b),(e),(h)は、NaCl 濃度を 0.01 M に下げた際の分布、図 2(c),(f),(i)
は全 IO3－濃度を 0.1 mM に下げた際の分布を示す。HFO に関しては、実験条件下の溶液(図





















 上述のようにして予測された IO3－の平衡定数値が正しいのかを確かめるために、Rex and 
Martin(1983)で報告されるα-Fe2O3への IO3－吸着量と Szczepaniak and Koscielna(2002)で報告
されるγ-Al2O3 への IO3－吸着量を、予測される平衡定数値を用いて解析した(図 4)。図 4 の















・予測された IO3－吸着平衡定数を用いた ETLM は、Rex and Martin (1983)で報告されるα
-Fe2O3の IO3－吸着量と Szczepaniak and Koscielna(2002)で報告されるγ-Al2O3への IO3－吸
着量をよく再現した。 
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図.4 先行研究で報告される
(a)α-Fe2O3、(b)γ-Al2O3のIO3
-吸着量のETLM解析結果
